
1986 1985 1983 1979 1976 1972 1971 1969 1968 1967 1966 1965 1963 1962 1959 1956（年） 

飼育個体数 野生個体数 

豊
岡
周
辺
の
個
体
数
の
推
移 

江
戸
時
代 

１
８
９
２（
明
治
２５
） 

１
８
９
４（
明
治
２７
） 

 

１
９
０
４（
明
治
３７
） 

 

１
９
０
８（
明
治
４１
） 

 

１
９
２
１（
大
正
１０
） 

 

１
９
３
４（
昭
和
９
） 

１
９
３
９（
昭
和
１４
） 

 

１
９
５
３（
昭
和
２８
） 

１
９
５
５（
昭
和
３０
） 

  

１
９
５
６（
昭
和
３１
） 

１
９
５
９（
昭
和
３４
） 

 
１
９
６
２（
昭
和
３７
） 

１
９
６
５（
昭
和
４０
） 

   

１
９
６
６（
昭
和
４１
） 

 

１
９
７
１（
昭
和
４６
） 

●
全
国
各
地
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
見
ら
れ
る 

●
明
治
維
新
以
後
、
乱
獲
に
よ
り
個
体
数
が
激
減
す
る 

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
再
び
姿
を
現
し
、
鶴
山
（
市
内
出
石
町
桜
尾
） 

　
に
１
つ
が
い
が
営
巣 

●
鶴
山
に
営
巣
し
た
４
羽
が
ヒ
ナ
を
か
え
し
、「
瑞
鳥
」
ブ
ー 

　
ム
が
巻
き
起
こ
る 

●
狩
猟
法
が
改
正
さ
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
保
護
鳥
に
追
加
指 

　
定
さ
れ
る 

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁
殖
地
と
し
て
「
鶴
山
」
が
史
跡
名
勝
天 

　
然
記
念
物
に
指
定 

●
豊
岡
盆
地
を
中
心
に
生
息
地
が
拡
大
し
、黄
金
期
を
迎
え
る 

●
戦
争
に
よ
り
大
量
に
松
が
伐
採
さ
れ
た
た
め
、
営
巣
の
場 

　
所
を
失
い
、
個
体
数
が
激
減 

●
天
然
記
念
物
指
定
が
「
生
息
地
」
か
ら「
種
」
に
変
更 

●
行
政
と
民
間
が
共
同
し
た
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
護
協
賛
会
」 

　（
の
ち
に
「
但
馬
コ
ウ
ノ
ト
リ
保
存
会
」
と
改
称
）
が
結
成
さ 

　
れ
、
組
織
的
な
保
護
活
動
が
始
ま
る 

●
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
変
更 

●
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
そ
っ
と
す
る
運
動
」
や
人
工
巣
塔
・
人
工 

　
餌
場
づ
く
り
な
ど
の
活
動
が
展
開 

●
「
ド
ジ
ョ
ウ
１
匹
運
動
」
が
展
開
さ
れ
る 

●
豊
岡
市
野
上
に
飼
育
場
（
現
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
付
属 

　
施
設
保
護
増
殖
セ
ン
タ
ー
）
が
完
成
。
野
生
１
つ
が
い
を 

　
保
護
し
、
人
工
飼
育
を
開
始 

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
兵
庫
県
の
県
鳥
に
指
定
さ
れ
る 

●
東
京
教
育
大
学
教
授
が
豊
岡
盆
地
で
死
ん
だ
コ
ウ
ノ
ト
リ 

　
の
死
因
は
水
銀
剤
農
薬
に
よ
る
と
発
表 

●
市
内
で
最
後
の
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
保
護
さ
れ
た
が
死
亡 

　
し
、
日
本
の
空
か
ら
姿
を
消
す 
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Fly to the wild ２００５

放鳥までの歩み

昭和
４０年

昭
和　

年
、
野
生
１
つ
が
い
を
保
護
し
、
人
工

４０

飼
育
の
取
組
み
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
成
功

す
る
ま
で
に　

年
も
の
月
日
を
要
し
た

２４

■
コ
ウ
ノ
ト
リ
人
工
飼
育
の
始
ま
り

昭和
３０年

全国各地でコウノトリが姿を消しつつ
あった中で、豊岡盆地では、昭和３０年代
までこのような風景があった

■コウノトリとともに

（写真提供：神戸新聞社） （写真提供：富士光芸社）
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2005（9月） 2004 2003 2002 2001 2000 1999 1998 1997 1996 1995 1994 1993 1992 1990 1989

１
９
８
５（
昭
和
６０
） 

 

１
９
８
６（
昭
和
６１
） 

 

１
９
８
９（
平
成
元
） 

１
９
９
２（
平
成
４
） 

１
９
９
３（
平
成
５
） 

１
９
９
４（
平
成
６
） 

  

１
９
９
８（
平
成
１０
） 

  

１
９
９
９（
平
成
１１
） 

 

２
０
０
０（
平
成
１２
） 

 

２
０
０
１（
平
成
１３
） 

  

２
０
０
２（
平
成
１４
） 

  

２
０
０
４（
平
成
１６
） 

 

２
０
０
５（
平
成
１７
） 

●
ロ
シ
ア
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
か
ら
幼
鳥
６
羽
を
受
贈
し
、 

　
飼
育
場
で
飼
育
を
始
め
る 

●
飼
育
場
で
、
豊
岡
盆
地
で
生
息
し
て
い
た
最
後
の
１
羽
が 

　
死
亡 

●
人
工
繁
殖
に
初
め
て
成
功
。
以
後
、
毎
年
ヒ
ナ
が
誕
生 

●
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
」
の
検
討
が
始
ま
る 

●
県
が
野
生
復
帰
構
想
を
固
め
、
野
生
化
拠
点
場
所
を
選
定 

●
飼
育
下
で
第
３
世
代
が
誕
生
し
、
安
定
し
た
繁
殖
に
め
ど 

　
が
つ
く 

●
「
第
１
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ
」
を
開
催 

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
を
市
民
の
立
場
で
支
援
す
る 

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
市
民
研
究
所
」
が
発
足 

●
飼
育
数
が
５０
羽
を
超
え
る 

●
野
生
化
に
向
け
た
拠
点
施
設
・
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷 

　
公
園
が
開
園 

●
普
及
啓
発
施
設
・
市
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
が
開
館 

●
「
第
２
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ
」
を
開
催 

●
転
作
田
を
活
用
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
水
田
を
開
始 

●
放
鳥
す
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
観
察
支
援
な
ど
を
行
う
「
コ 

　
ウ
ノ
ト
リ
・
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
発
足 

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
推
進
計
画
を
策
定 

●
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
１
羽
が
豊
岡
市
に
飛
来 

●
飼
育
数
が
１
０
０
羽
を
超
え
る 

●
野
生
復
帰
を
全
国
規
模
で
応
援
す
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ 

　
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
が
発
足 

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
試
験
放
鳥
が
始
ま
る 

●
「
第
３
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ
」
を
開
催 
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コウノトリ自然放鳥

平成
１１年

野
生
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
と
試
み
を
行
う
拠
点

施
設
が
完
成
。
翌
年
に
は
、

市
立
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

が
オ
ー
プ
ン

■
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
完
成

平成
１３年

周辺地域では、コウノトリを受け入
れる準備が進められた。平成１４年に
飛来した野生コウノトリは、早速に
ビオトープ水田に舞い降りた

■ビオトープ水田開始

平成
元年

昭和６０年にロシアから贈ら
れてきた幼鳥が夫婦となり、
初のヒナをかえした。飼育
場は喜びで沸き返った

■ヒナ誕生


